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無線通信システム

無線LAN、移動体通信

無線資源を有効に活用すると共に、優先順位の低い通信セルにおけるデータ伝送
のスループットを向上させる。

複数のアクセスポイントが近接して配置されている状況において、優先順位が低い
無線装置は優先順位が高い他の無線装置に開放要求データチャンネルを送信し、
その要求を受けた優先順位が高い無線装置は自己が使用しているチャンネル一部
を優先順位が低い無線装置が使用できるようにしているので、優先順位が低い無
線装置においてもデータ伝送のスループットが向上する。
アクセスポイントAPと移動端末MSとから構成される無線装置Cが近接配置された状
況においては、各無線装置のチャンネル選択情報がほぼ同じ内容となってしまうた
めに優先順位が低い無線装置のスループットが低下してしまうが、本発明において
は、AP1は自己が使用しようとしているデータチャンネルDCとAP2が使用しようとして
いるDCのうち、重複するDCの中から開放要求DCを決定してそれをAP2に送信し、
AP2はその開放要求DCと自己が使用しようとしているDCから開放できるDCをAP1に
送信することによって、AP1はその開放されたDCを使用して無線装置C1内でデータ
伝送を行なう。


